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知
事
が
、
東
海
道
新
幹
線
の
建
設
に
と
も

な
う
駅
裏
の
住
民
の
立
ち
退
き
反
対
の
住

民
運
動
支
援
の
た
め
新
幹
線
鴨
川
鉄
橋
工

事
に
中
止
命
令
を
だ
し
、
国
鉄
の
強
行
な

態
度
を
改
め
さ
せ
た
こ
と
を
リ
ン
ク
し
て
描

い
て
い
た
。
南
部
氏
と
西
口
を
仲
介
し
た
の

は
京
一
中
の
関
係
と
周
辺
の
関
係
者
は
私
に

語
っ
た
。
西
口
に
紹
介
し
た
人
は
、
革
新
的

な
立
場
の
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
旧
制
京
一

中
の
同
窓
生
・
大
橋
正
孝
氏
（
昭
５
卒
・
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
、

元
共
産
党
向
日
市
議
の
大
橋
満
氏
の
叔
父
）

と
推
測
す
る
。
大
橋
の
名
刺
広
告
が
載
っ
た

京
一
中
洛
北
同
窓
会
誌
「
あ
か
ね
」
第
十
八

号
（
１
９
８
０
年
刊
）
が
西
口
の
書
斎
に
大

切
に
残
さ
れ
て
い
た
。

戦
争
前
夜
の
声
に
抗
し
て
―
凍
て
つ
い
た

道　

春
を
ま
つ
道　

道
を
考
え
て
い
る

　

婦
人
交
通
指
導
員
の
発
足
時
は
、
婦
人

児
童
課
（
１
０
７
０
年
当
時
は
交
通
対
策

室
）
の
職
員
と
し
て
採
用
し
警
察
の
方
と
併

任
す
る
が
、
婦
人
警
官
で
は
な
く
身
分
は
知

事
部
局
に
あ
っ
た
。１
９
７
０
年
８
月
に
は
、

道
路
交
通
法
の
改
正
で
「
巡
視
員
」
制
度
が

国
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
た
が
、
１
９
７
０
年

12
月
時
点
で
も
婦
人
交
通
指
導
員
を
警
察

所
管
の
「
巡
視
員
」
へ
の
置
き
換
え
を
京
都

府
は
行
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
警
察
行
政
の

市
民
生
活
へ
の
過
度
の
干
渉
が
懸
念
さ
れ
る

「
青
少
年
健
全
育
成
条
例
」
の
制
定
に
は
最

後
ま
で
慎
重
姿
勢
で
あ
り
、
蜷
川
府
政
期

に
は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
概
し
て
、
国
家

権
力
に
対
し
て
、「
地
方
自
治
の
本
旨
」
を

対
置
す
る
京
都
府
政
に
、
対
立
陣
営
は
「
反

共
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
を
強
め
て
い
っ

た
。
共
通
の
利
益
を
広
く
確
認
し
て
、
共
通

の
利
益
に
と
っ
て
共
同
の
敵
を
絞
り
込
む
革

新
統
一
の
鉄
則
に
、
革
新
分
断
の
高
等
戦
略

が
巧
妙
を
極
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
蜷
川
民
主
府
政
批
判
の
典
型

は
、
前
尾
繁
三
郎
（
当
時
・
自
民
党
代
議

士
、
自
民
党
京
都
府
連
会
長
）
や
植
木
光

教
（
参
議
院
議
員
、
自
民
党
京
都
地
方
区
）

な
ど
の
言
い
分
を
要
約
す
れ
ば
、「
府
政
は

ひ
ど
い
も
ん
で
、
人
件
費
か
け
て
、
組
合
や

役
人
を
選
挙
運
動
に
使
う
ば
か
り
で
、
公

共
事
業
は
や
ら
ん
か
っ
た
か
ら
、
す
っ
か
り

他
府
県
に
後
れ
を
と
っ
た
」
で
あ
り
、「
私

は
昭
和
三
十
七
年
、
弱
冠
三
十
五
歳
で
蜷
川

さ
ん
と
知
事
選
を
闘
っ
た
が
、
そ
の
時
の
府

の
予
算
、
決
算
書
を
見
て
驚
い
た
。
人
件
費

が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
不
健
全
財
政

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。」（
１
９
７
９
年
『
洛
陽

に
吼
ゆ
―
蜷
川
虎
三
回
想
録
』
朝
日
新
聞

社
刊
の
談
話
）。
要
す
る
に
投
資
的
経
費
と

義
務
的
経
費
の
割
合
で
あ
り
、
投
資
的
経

費
を
全
国
総
合
開
発
な
ど
に
関
連
す
る
大

型
公
共
事
業
へ
財
政
的
に
総
動
員
せ
よ
と
い

う
話
だ
っ
た
。
交
通
災
害
で
我
が
子
を
失
っ

た
「
交
通
台
風
」
の
著
者
に
は
ど
う
聞
こ
え

て
い
た
だ
ろ
か
。

︿
参
考
資
料
﹀

蜷
川
虎
三
俳
句
選
集
「
ふ
る
さ
と
の
春
」

（
１
９
７
４
年
・
夕
刊
京
都
新
聞
社
刊
）

　地主チヂミ上がる　　全農全会南桑の闘争
    （1933 年１月 30 日第 116 号）

　全農全会京都府評再建のため南桑で献身的に闘ってい
る松山君に対し、大井村（現亀岡市）の地主が３年前の
共同購入肥料代を請求し家財道具を差押え、競売に付し
同君を叩き伏せようと攻撃してきた、憤慨した組合員百
名は革命闘争の血祭りに上げてくれん！と素晴らしい元
気で地主３名をチヂミ上がらせ評価三百円を三分の一で
落札した．組合員たちは地主共のかかる攻撃は組合が弱
いからだと痛感し全会の拡大強化に突進している。

　魔物の方が良い　　選挙演説と貧農の話
　　　　（1932 年４月 16 日第 71 号）

　京都・奥丹後の寒村．選挙演説を聞きに行った貧農の
老人連中、政友会の弁士がしきりと「共産主義、共産主
義」というが、何のことだかさっぱりわからず、物知りの
在郷軍人会会長をつかまえ「旦那、共産主義っていうの
は何のことですかい？」。軍人会長の曰く「そんなこと聞
くまでもない。共産主義てい奴は魔物だぞ、地主の田畑
を無理矢理に取り上げて無知な貧乏人にくれてやるとい
うんだからな」
貧農の老人「旦那、そりゃほんとですかい？」
軍人会長「ほんとだともさ」
　老人たちは大声で笑った。そして「旦那、共産主義の
方が政友会や軍人会よりよっぽどいいですぞ」

三五〇名が参加　1932 年のメーデー
　　（1932 年５月 30 日第 76 号）

　京都地方のメーデーは総同盟、全国労働、総評議
会関係十六団体によって千本丸太町刑務所跡の集合
地に三百五十名参集、反動団体の襲撃を受け、沿道の
二百五十名の制私服警官の垣の中をデモ行進した。

失業者クラブ設置　　労農救援会京都支部
　　（１９３２年６月２０日第７９号）

　日本労農救援会の京都支部準備会では、６月４日中京
区中新道四条下ル京都染色労働組合事務所で失業者クラ
ブ友の会を開催し、……新聞、雑誌、碁、将棋，蓄音器
等より時には演劇など迄凡ゆる娯楽機関を設置し……失
業者のみでなく一般就業者も共に享楽すると共に一般失
業者と談合し合う場所とする、諸君にこの計画を支持し
バット一個代を寄付してくれ、各労働組合はこの計画を
支持せよ……と就業労働者に檄を発し、設置準備を進め
ている。
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田
村
敬
男
さ
ん
と
私
は
、

同
郷
（
と
い
っ
て
も
田
村
は

松
本
出
身
）
で
し
た
。
同
志

社
に
勤
務
し
た
関
係
で
創
立

者
の
１
人
の
山
本
覚
馬
（
目
の
障
害
を
も
っ

て
い
た
）
と
の
関
係
も
あ
り
、
田
村
さ
ん
は

京
都
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
理
事
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
田
村
さ
ん
も
足
に
障
害
を
負
っ

て
い
て
ス
テ
ッ
キ
を
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
田
村
さ
ん
と
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
役
員
で
も
あ
っ
た
住
谷
先
生
と
ご
一
緒

す
る
機
会
も
あ
り
山
宣
に
つ
い
て
の
思
い
出

も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
山
宣
の
同
志
で
あ
り
、

彼
が
代
議
士
に
当
選
し
た
時
の
選
挙
事
務
局

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
前
年

の
制
限
選
挙
で
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
京
都

府
第
５
区
（
口
丹
波
３
郡
）
に
立
候
補
し
て

４
８
９
票
で
予
想
通
り
の
落
選
で
し
た
が
、

そ
の
総
括
文
書
『
選
挙
戦
に
お
け
る
労
働
農

民
党
の
初
陣
』
が
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
次

の
第
１
回
普
通
選
挙
で
の
勝
利
の
基
礎
を

作
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
補
欠
選
挙
で
は
、
遅
れ
た
封
建
思
想

の
温
床
・
山
奥
の
集
落
へ
は
自
転
車
部
隊
が

大
活
躍
し
ま
し
た
。
山
越
え
谷
越
え
、
自
転

車
を
担
ぎ
、
一
日
平
均
37
里
あ
ま
り
走
り
回

り
、
宣
伝
ビ
ラ
を
配
り
、
敵
状
を
偵
察
し
ま

し
た
。応
援
に
駆
け
付
け
た
学
生
た
ち
が「
労

働
者
諸
君
！
」
と
叫
べ
ど
も
、
風
呂
屋
の
煙

突
１
本
し
か
な
い
亀
岡
の
農
民
は
組
織
で
き

ま
せ
ん
。
工
業
地
帯
の
労
働
組
合
へ
の
扇
動

と
は
訳
が
違
う
の
で
し
た
。

　

山
宣
亡
き
あ
と
の
、
山
宣
葬
儀
の
際
に

も
、
タ
ネ
さ
ん
と
相
談
し
て
裏
か
ら
支
え
ま

し
た
。
田
村
さ
ん
は
「
こ
の
葬
儀
は
後
世
に

残
る
も
の
に
な
る
」
か

ら
記
録
映
画
を
撮
り

た
い
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
京
都
三
条
サ
ク
ラ

カ
メ
ラ
で
フ
ィ
ル
ム
を

買
う
段
取
り
を
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
田
村

さ
ん
は
松
崎
啓
次
、
上
田
勇
、
北
川
鉄
夫
ら

に
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
上
田
は
16
ミ
リ
撮

影
機
を
借
り
24
時
間
で
撮
影
技
術
を
憶
え
て

２
台
の
カ
メ
ラ
隊
を
つ
く
り
、
屋
根
の
上
か

ら
溝
の
中
に
隠
れ
て
警
官
か
ら
没
収
さ
れ
な

い
よ
う
に
と
撮
影
を
続
け
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
の
が
「
山
宣
労
農
葬
」・「
嵐
の
日
の

記
録
」
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
録
映
画
は
タ
ネ
さ
ん
の

叡
智
に
よ
り
守
ら
れ
、
同
志
社
山
宣
会
の

佐
々
木
敏
二
さ
ん
の
ポ
ッ
ケ
ト
・
マ
ネ
ー
に

よ
り
、
小
坂
哲
人
さ
ん
の
援
助
で
製
作
さ
れ

ま
し
た
。
田
村
さ
ん
が
お
元
気
な
頃
は
、
ア

ド
リ
ブ
に
よ
る
映
画
の
解
説
が
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
０
８
年
・
山
宣
没
後
80
年
周
記

念
行
事
と
し
て
復
刻
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。（
編
集
部
補
注
：『
や
ま
せ
ん　

山
本
宣

治
の
生
涯
』・
ス
ペ
シ
ャ
ル
付
録
歴
史
的
映

像
「
山
宣
渡
政
労
農
葬
」
収
録
、
宇
治
山
宣

会
）　

田
村
さ
ん
の
山
宣
に
つ
い
て
の
思
い

出
は
、『
山
本
宣
治
』（=
写
真
右
＝
室
賀
書

店
・
１
９
６
４
年
３
月
発
行
）
に
編
者
と
し

て
、「
は
し
が
き
」
や
「
山
宣
暗
殺
当
時
の

歴
史
的
背
景
」
や
「
あ
と
が
き
」
な
ど
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。
西
口
克
己
氏
の
小
説
『
山

宣
』（
中
央
公
論
社・１
９
５
９
年
３
月
発
行
）

は
、
京
都
山
宣
会
（
田
村
敬
男
さ
ん
な
ど
）

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
資
料
の
提
供
も
う
け
執
筆

の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
西
口
小
説
で

は
、
執
筆
の
折
に
市
川
義
雄
編
の
『
山
本
宣

治
は
議
会
で
如
何
に
戦
っ
た
か
』（
三
一
書
房・

１
９
４
９
年
１
月
発
行
）
に
所
収
さ
れ
て
い

た
江
口
き
よ
し
さ
ん
の
『
山
本
宣
治
暗
殺
真

相
記
』
な
ど
も
参
照
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

田
村
さ
ん
は
、
下
鴨
神
社
の
北
側
に
お

宅
が
あ
り
、
く
ぐ
り
戸
を
開
け
て
し
ば
し

ば
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
私
が
生
物
学
の
教
師

で
あ
っ
た
た
め
か
、「
小
田
切
君
、
こ
こ
が

大
事
だ
か
ら
、
よ
ー
く
聞
け
よ
。
山
宣
の
学

問
が
単
な
る
学
問
の
た
め
で
な
く
人
類
の
生

成
・
発
展
の
た
め
に
実
践
活
動
を
通
し
て
生

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
と
繰
り
返

し
て
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
西
口
克
己
氏
の
小
説
「
山
宣
」、

映
画
「
武
器
な
き
闘
い
」
の
前
に
、
田
村
さ

ん
は
、
戦
前
の
山
宣
の
同
志
た
ち
の
記
録
を

収
録
し
た
『
追
憶
の
山
本
宣
治
』（
改
定
版
、

昭
和
堂
）
を
出
版
し
、
山
宣
の
語
り
部
と
し

て
、
我
々
に
熱
を
こ
め
て
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
田
村
さ
ん
の
活
動
分
野
の
広
さ
も
驚
か

さ
れ
ま
す
。
友
人
か
ら
の
手
記
を
募
っ
て
出

し
た
書
「
人
の
綴
り
し
わ
が
自
叙
伝
」（
田

村
敬
男
印
刷
者
・
１
９
８
０
年
11
月
）
だ
け

で
、
活
動
歴
が
わ
か
り
ま
す
。

忘れ得ぬ人

小
田
切
明
徳
（
山
宣
研
究
家
・
本
会
世
話
人
）

田
村
敬
男
さ
ん
の
こ
と

た 

む 

ら

ゆ 

き 

お

〝
同
志
・
山
宣
〟
を
語
る
生
き
字
引
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御
年
80
歳
の
卒
寿
を
記
念
し
て
、

古
希
か
ら
の
10
年
の
記
録
を
非
売
品

と
し
て
自
費
出
版
さ
れ
た
も
の
。

長
江
の
大
河
も
、
チ
ベ
ッ
ト
に
降
っ
た

一
滴
の
雨
粒
か
ら
。

「
書
名
の
ゆ
ら
い
」
が
、
ま
ず
蘊
蓄
に
と

ん
で
い
る
。「
八
十
年
を
む
か
え
た
の
で
、

60
歳
の
華
甲
録
、
70
歳
の
華
甲
か
ら
古
希

へ
、
そ
し
て
ラ
ス
ト
と

な
ろ
う
〝
残
年
蹣
跚
〟

と
名
付
け
た
恥
の
か
き

だ
め
・
そ
の
三
を
だ
し

ま
し
た
。」
そ
の
〝
ま
ん

さ
ん
〟
と
は
、
齢
を
か

さ
ね
よ
ろ
め
き
歩
く
様
子
の
意
と
の
こ
と

で
、
け
し
て
酒
を
飲
ん
で
の
千
鳥
足
で
は

な
い
。

日
中
友
好
協
会
京
都
府
連
機
関
紙
の〝
中

国
漫
画
迷
〟
と
年
金
者
組
合
伏
見
支
部
機

関
紙
の
〝
漫
画
で
見
る
中
国
〟
な
ど
も
カ
ッ

ト
代
わ
り
に
つ
か
っ
て
い
る
が
、
圧
巻
は

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
い
く
つ
か
―
チ
ベ
ッ

ト
問
題
（「
化
身
ラ
マ
」
シ
ス
テ
ム
へ
歴
史

学
と
し
て
の
あ
り
よ
う
と
疑
問
な
ど
）
や

モ
ン
ゴ
ル
問
題
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
「
ハ

ル
ハ
河
戦
争
」
そ
の
前
後
な
ど
）
に
関
す

る
研
究
レ
ポ
ー
ト
の
力
業
だ
ろ
う
。
し
か

も
、
日
中
友
好
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
を
通

じ
た
確
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
テ
レ

ビ
の
「
韓
流
ド
ラ
マ
」
の
史
実
の
読
み
解

き
ま
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
上
、
中
国
人
戦
争
被
害
者
の
戦
後

補
償
問
題
・
大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
の
強

制
連
行
問
題
、
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
な
ど

な
ど
を
論
じ
、〝
京
都
・
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
〟
の
実
行
委
員
長
と
し
て
の
取
り
組

み
や
〝
望
郷
の
鐘
〟
中
国
残
留
孤
児
や
満

蒙
開
拓
団
な
ど
の
映
画
の
鑑
賞
案
内
に
も

健
筆
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

私
が
一
番
感
動
し
た
の
は
、
京
都
・
五

条
の
強
制
的
な
建
物
疎
開
で
、
西
陣
織
の

帯
地
商
を
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、
生
家

が
な
く
な
っ
た
戦
中
の
記
憶
を
よ
み
が
え

ら
せ
、
非
戦
の
誓
い
を
固
め
た
桐
畑
氏
の

原
点
に
だ
。
戦
後
の
労
働
運
動
の
中
で
国

税
の
職
場
で
弾
圧
と
分
裂
に
抗
し
て
た
た

か
っ
た
と
力
み
な
く
記
述
し
て
い
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
私
の
高
校
や
大
学
時

代
に
は
井
上
靖
の
「
敦
煌
」
な
ど
を
読
み

ふ
け
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ロ
マ
ン
派
や
毛
沢

東
の
「
矛
盾
論
」
や
「
実
践
論
」
を
血
肉

化
す
る
武
闘
派
が
、
身
の
回
り
に
ご
ろ
ご

ろ
い
た
。
２
０
０
９
年
の
政
権
交
代
で
、

好
き
な
漫
画
が
「
ガ
キ
で
か
」
の
麻
生
氏

か
ら
、
虹
ト
ロ
（
虹
色
の
ト

ロ
ツ
キ
ー
の
略
称
・
安
彦
良

和
著
）
を
愛
読
し
て
い
る
と

い
う
鳩
山
由
紀
夫
氏
に
首
相

が
か
わ
っ
た
。
彼
は
「
東

ア
ジ
ア
と
の
友
愛
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の

か
と
、
妙
な
親
近
感
を
も
っ
た
も
の
だ
が
、

近
ご
ろ
の
中
国
の
覇
権
主
義
傾
向
に
た
い

し
て
、
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
と
人
民
同
士

の
友
好
交
流
は
別
だ
ろ
う
と
「
治
安
維
持

法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
」
の
清
水

寺
境
内
の
宣
伝
・
署
名
運
動
の
お
り
に
思

い
い
た
っ
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
観
光

客
の
中
国
人
の
多
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
る
よ
、

桐
畑
さ
ん
。
こ
っ
ち
か
ら
の
中
国
へ
の「
友

好
ツ
ア
ー
」
も
大
切
で
す
ね
。（

佐
藤
和
夫
）

◇

（
２
０
１
６
年
11
月
・
株
式
会
社
き
か
ん

し
コ
ム
刊
）

BOOK
﹃
残ざ

ん
ね
ん
ま
ん
さ
ん

年
蹣
跚
～
恥
の
か
き
だ
め
・
そ
の
三
﹄

 
 

 
 

 
 

 

桐
畑
米
蔵 

著

著
者
、
古
希
か
ら
10
年
の
記
録
を
ま
と
め
る

歴
史
と
戦
争
体
験
を
を
見
つ
め
て
健
筆

『燎原』の合本「電子ブック版」発売中！
CD-ROM版　各巻頒価 3000 円（送料共）

●第１巻（創刊号から第 50号）
●第２巻（第 51号～第 100 号）
●第３巻（第 101 号～第 150 号）
●第４巻（第 151 号～第 200 号）

＊ご希望の方は、事務局まで電話またはFAXでお申し込みください。

京都の民主運動史を語る会　TEL&FAX 075-722-3823（井手方）
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【
連　

載
】

米ラスク国務長官帰れ
1966 年７月

入
洛
に
反
対
し
大
抗
議
デ
モ

　

１
９
６
６
年
７
月
５
日
か
ら
３
日
間
、

日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
が
京
都
国
際

会
議
場
で
開
か
れ
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
が

京
都
入
り
し
た
。 

　

当
時
、ア
メ
リ
カ
は
ハ
ノ
イ
、ハ
イ
フ
ォ

ン
に
猛
爆
を
加
え
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
侵

略
に
日
本
の
責
務
を
い
っ
そ
う
負
わ
せ
よ

う
と
し
て
開
か
れ
た
合
同
委
員
会
で
あ
っ

た
。「
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
の
首
謀
者
・
ラ
ス

ク
は
来
る
な
」
と
京
都
の
民
主
団
体
は
総

評
地
評
・
共
産
党
・
社
会
党
が
共
闘
、
５

日
に
は
宝
ケ
池
国
際
会
議
場
に
向
け
て
デ

モ
行
進
、
６
日
に
は
円
山
音
楽
堂
で
２
回

に
わ
た
っ
て
抗
議
集
会
、
９
７
０
０
人
が

参
加
、
大
デ
モ
が
敢
行
さ
れ
た
。 

　

府
警
は
日
米
合
同
委
員
会
の
四
日
間
、

戒
厳
令
の
よ
う
な
制
圧
を
行
い
、
会
場
と

宿
舎
（
都
ホ
テ
ル
）
周
辺
で
の
デ
モ
な
ど

の
示
威
行
為
を
一
切
禁
止
し
た
。 

　

こ
の
過
剰
警
備
に
つ
い
て
府
議
会
で
追

及
さ
れ
た
蜷
川
知
事
は
「
府
公
安
委
員
会

は
知
事
の
管
轄
な
の
だ
が
、
私
は
全
く
報

告
を
受
け
て
い
な
い
。
住
民
か
ら
も
批
判

が
あ
り
公
安
委
員
会
を
問
い
た
だ
し
て
い

く
」
と
答
え
て
い
る
。

　

写
真
は
ラ
ス
ク
入
洛
反
対
の
抗
議
デ

モ
。（
１
９
６
６
年
７
月
５
日
、
宝
ケ
池

国
際
会
議
場
周
辺
） 　
　
　
　
　　

　
（
湯
浅
） 

京
都
宗
教
者
平
和
協
議
会
新
春
放
談
会　

１
月
21
日
（
土
）
18
時
～
、聖
護
院
御
殿
荘
。

お
話
「
貧
困
と
戦
争
―
新
し
い
平
和
思
想
を

求
め
て
―
」
藤
原
辰
史
・
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
。
会
費
５
０
０
０
円
（
飲
み
物
こ

み
）障

全
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
交
流
会　

１

月
22
日
（
日
）
10
時
30
分
～
16
時
、
立
命
館

大
学
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
多
目
的
室
。講
演「
革

新
的
保
守
と
保
守
的
革
新
の
〝
結
婚
〟」
井

上
吉
郎
・「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
長
。

相
模
原
殺
傷
事
件
か
ら
半
年
―
何
が
問
題

か
？
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？　

１
月
26
日

（
木
）
13
時
30
分
～
17
時
、
立
命
館
大
学
平

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
記
念
講
演
︹
優
性
思
想

の
克
服
、排
除
し
な
い
社
会
を
創
る
た
め
に
︺

竹
内
章
郎
・
岐
阜
大
学
。

第
50
回
「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
２
・

11
京
都
府
民
の
つ
ど
い　

２
月
11
日
（
土
）

13
時
30
分
～
17
時
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
３
階
。

記
念
講
演
「
象
徴
天
皇
制
の
現
在
と
戦
争
責

任
を
考
え
る
」
河
西
秀
哉
・
神
戸
女
学
院
大

学
。
資
料
代
５
０
０
円
。

第
25
回
詩
人
尹
東
柱
の
想
い
を
今
に
つ
な

ぐ
つ
ど
い　

２
月
18
日
（
土
）
13
時
～
30
分

～
16
時
30
分
、
日
本
基
督
教
団
宇
治
教
会
礼

拝
堂
。
講
演
と
朗
読
「
尹
東
柱
・
生
命
（
い

の
ち
）
の
詩
人
」
多
胡
吉
郎
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。
参
加
費
５
０
０
円

　
◆
催
し
案
内
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会
員
消
息

会
員
消
息

会
員
消
息

　

入
会

尾
崎
望
（
右
京
区
）・
松
永
忠
夫
（
城
陽
市
）

　
［
事
務
局
だ
よ
り
］

・
会
費
が
ま
だ
の
方
は
急
ぎ
振
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
振
込
用
紙
に
２
０
１
６
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
間
会
費
３
０
０
０

円
の
送
金
を
お
願
い
し
ま
す
。
近
況
も
記
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・
語
る
会
の
会
誌
『
燎
原
』
の
Ｈ
Ｐ
を
再
開
し

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
はryogen.net

で
す
。
当

面
Ｄ
Ｖ
Ｄ
４
巻
以
降
の
２
０
１
号
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
も
随

京都の民主運動史を語る会３月例会

例会は隔月に開きます。どなたでも参加できます。会員は無料。
会員外の方は資料代３００円。

▼
昨
年
11
月
例
会
は
盛
会
。
キ
リ
ス
ト
者
の
出

口
玲
子
さ
ん
の
お
話
、
大
江
真
道
先
生
の
背
景

説
明
。
１
９
６
８
、６
９
年
当
時
の
教
会
内
紛
に

は
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
者
の
「
戦
争
協
力
責
任
の

告
白
」
の
遅
れ
と
限
界
な
ど
も
原
因
と
し
つ
つ

も
、戦
争
の
反
省
か
ら「
剣
を
鍬
に
打
ち
か
え
る
」

平
和
運
動
の
実
践
も
語
ら
れ
た
。

▼
京
都
宗
平
協
事
務
局
長
の
田
邊
修
一
氏
を
例

会
報
告
を
兼
ね
て
病
気
見
舞
い
し
た
お
り
、
大

江
先
生
の
「
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
―
大
江
真
道
喜

寿
記
念
論
集
―
（
２
０
０
８
年
10
月
・
発
行
者

大
江
満
）
を
読
め
と
す
す
め
ら
れ
た
。
同
著
で
、

１
９
６
８
年
か
ら
７
０
年
に
か
け
て
、
第
二
次

安
保
反
対
運
動
が
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ
た
と

き
に
、日
本
聖
公
会
中
部
教
区
の
学
生
セ
ン
タ
ー

へ
は
学
生
が
寄
り
付
か
な
く
な
り
、
教
会
へ
の

若
者
の
態
度
も
変
化
し
、
関
係
者
は
そ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
こ
ろ
、
名

古
屋
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
は
、
聖
書
・
歴
史
・
神

学・社
会
科
学
な
ど
の
学
習
の
た
め「
水
曜
ゼ
ミ
」

を
開
催
し
、
公
開
ゼ
ミ
で
は
、
高
尾
利
数
氏
「
キ

リ
ス
ト
証
言
と
階
級
闘
争
」、
田
川
健
三
氏
「
キ

リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
を
止
め
よ
う
」
の
講
演

も
や
り
、田
川
健
三
氏
の「
批
判
的
主
体
の
形
成
」

も
テ
キ
ス
ト
に
若
者
と
一
緒
に
学
習
を
し
て
い

た
と
の
こ
と
。
何
事
に
つ
け
、
若
者
の
異
議
申

し
立
て
に
よ
り
そ
う
真
摯
な
キ
リ
ス
ト
者
の
穏

や
か
な
目
に
感
動
し
た
。
わ
が
身
を
顧
み
れ
ば
、

忍
耐
と
寛
容
に
か
け
、反
省
の
な
さ
に
思
い
至
っ

た
例
会
で
も
あ
っ
た
。

▼
正
誤
表
―
１
頁
、
２
段
６
行
目
、
キ
ャ
ツ
ル

ル
ラ
ン
ド
（
誤
）
→
キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ
ン
ド
（
正
）

　

―
８
頁
、
下
段
13
行
目
、
佛
教
大
学
原　

田

敬
一
（
誤
）
→
佛
教
大
学
・
原
田
敬
一
（
正
）

　

―
10
頁
、４
段
22
行
目
、深
草
練
兵
所　
（
誤
）

→
深
草
練
兵
場
（
正
）

　

―
14
頁
、
４
段
８
行
目
、
喧
々
諤
々
（
誤
）

→
侃
々
諤
々
（
正
）

　

前
号
（
２
２
７
号
）
の
「
京
都
民
主
府
政
と

憲
法
運
動
」、
加
藤
英
範
氏
の
報
告
が
編
集
部

ま
と
め
の
ま
ま
の
原
稿
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
に
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

次
号
で
改
め
て
校
正
済
み
の
原
稿
を
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

と　き　３月 11 日（土）　午後２時〜

ところ　京都市職員会館かもがわ 第１会議室
　　　　　河原町竹屋町東入、石長旅館の奥

テーマ　子どもたちの集団創作劇運動
　	 　――児童劇団やまびこ座 60 年の歴史から――

語る人　高橋冬彦さん （児童劇団やまびこ座代表）

　
2011 年から12年にかけておこなった京都の空襲に学び

戦争を見つめ直した第８次集団創作劇の上演、および

1951年に発足、63年にはその運動を綱領と規約として明

文化された、子どもと大人が一緒になっておこなう劇づく

り、集団創作劇の歴史を語っていただきます。

時
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。（
こ
ち
ら
の
記
事
検
索
は
検
討
中
で
す
）。

表
紙
の
絵
に
つ
い
て
は
蜷
川
虎
三
知
事
の
揮

毫
に
な
る
石
碑
に
変
更
予
定
で
す
。

・次
々
回
の
例
会
は「
革
新
自
治
体
と
憲
法
」（
仮

テ
ー
マ
）
で
大
久
保
史
郎
さ
ん
に
報
告
頂
く

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　
［
交
換
誌
の
紹
介
］

　

宇
治
山
宣
会
『
山
宣
』
22
号

　
（
２
０
１
６
年
12
月
）

　
「
第
87
回
山
宣
墓
前
祭
」（
実
行
委
員
長
・
本

庄
豊
氏
）、「
山
本
宣
治
生
誕
１
２
７
年
記
念
講

演
会
」（
ド
メ
ス
出
版
か
ら
２
０
１
２
年
に
『
山

本
宣
治
と
母
多
年
』
を
著
さ
れ
た
大
林
道
子
さ

ん
の
記
念
講
演
）、「
２
０
１
６
年
度
宇
治
山
宣

会
総
会
」
等
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
発
見
さ
れ
た
『
秋
田
魁
新
報
』
山

本
宣
治
秋
田
・
土
崎
、
能
代
演
説
会
の
記
事
。

１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
の
カ
ナ
ダ
に
い
た
山

宣
か
ら
松
山
需
吉
氏
（
神
戸
教
会
で
５
歳
年
下

の
山
宣
と
の
親
交
あ
り
）
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙

等
の
資
料
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
領
五
一
郎
を
顕
彰
す
る
京
都
の
会　

　
『
会
報
36
号
』（
２
０
１
６
年
12
月
）

　

会
の
結
成
か
ら
12
年
目
、
第
９
回
の
総
会
記

事
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
森
亨
（
共
産
党

京
都
府
委
員
会
書
記
長
）
さ
ん
の
記
念
講
演
の

概
要
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
54
回
国
領
五
一
郎
墓
前
祭
は
３
月

15
日
（
水
）
正
午
よ
り
、
左
京
区
黒
谷
の
国
領

五
一
郎
墓
前
に
て
。

　

連
絡
は
上
京
区
仁
和
寺
街
道
千
本
東
入
西

陣
文
化
セ
ン
タ
ー　

全
西
陣
織
物
労
働
組
合

（
☎
０
７
５
―
４
４
１
―
７
６
２
４
）
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知は力、本のことならおまかせください。
心に伝わる本づくり、自費出版の相談は

☎075  （432）3455
FAX　（432）2869

株式会社 ウインかもがわ

今年も話題の本をお届けします

株式会社 かもがわ出版 
☎075  （432）2868
FAX　（432）2869

執行委員長　川口隆洋
京都市左京区聖護院川原町4-13　京都府教育会館内

☎075-752-0011　FAX075-751-1091

〒600-8146　京都市下京区七条河原町西南角
TEL075（351）7553 　FAX075（351）7560

中央執行委員長　小林竜雄
〒604-8571　京都市中京区河原町御地
電話 075-222-3883　　FAX075-222-3893

〒606-8691　京都市左京区高野西開町 34-11
☎075-721-6108　FAX075-701-2723

〒615-0004　京都市右京区西院下花田町 21-3
春日ビル４Ｆ

〒604-8453　京都市中京区西ノ京春日町 16-1
☎075（822）2777

http://kyoto-min-iren-c-hp.jp/

京都市左京区田中飛鳥井町 89
☎075-701-6111

URLhttp://park12.wakwak.com/̃kyoto2hp/

執行委員長 池田　豊
京都市中京区壬生仙念町 30-2 ラボール京都 5F
〒604-8854 電話 075-801-8186 FAX075-801-3482

執行委員長　前田鉄雄
京都市上京区猪熊通丸太町下ル中之町 519

京都社会福祉会館内
☎075-813-4800　FAX075-822-6220

京都市中京区壬生仙念町 30-2 ラボール京都５階
〒604-8854　電話 075-801-3915　FAX075-822-6632

〒611-0033 宇治市大久保町北の山 11-1 藪田秀雄気付
TEL0774-48-2472

京都市中京区鳥丸通二条下ル西側ヒロセビル２階
TEL075（256）3320

京都市中京区鳥丸通二条上る蒔絵屋町 280 番地
ヤサカ烏丸御所南ビル４階
TEL（075）211-4411
FAX（075）255-2507

民主的出版社15社との共同で、２～３日で本を
お届けする「本の特送便」をご利用ください。
詳しくは下記までお問い合わせください。

ブックセンター  かもがわ
☎075  （415）7902
FAX   （415）7900

京都教職員組合

図書出版  文理閣

京都市職員労働組合

公益社団法人 部落問題研究所

京都民主医療機関連合会

京都民医連中央病院

公益社団法人　信　和　会

京都民医連第二中央病院

京都自治体労働組合総連合

福祉保育労働組合京都地方本部

日本国民救援会京都府本部

宇治山宣会
会長　藪田秀雄

市民共同法律事務所

京都第一法律事務所

国領五一郎を顕彰する京都の会
〒602-8282　京都市上京区仁和寺街道千本東入
西陣文化センター　全西陣織物労働組合内

TEL075-441-7624
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